I－STEP：（International Student Teachers Exchange Program） by 舟越 耿一
長崎大学教育学部社会科学論叢　第 73 号　1～ 12（2011）
１　I－STEP とは何か
　I－STEP①（アイ・ステップ）という用語が定着してきた。長崎大学教育学部と韓国の漢
陽（ハニャン）大学校師範大学との交流プログラム：International Student Teachers 
Exchange Program の略称である。私は日韓学生交流と呼んできたが，多用される言葉に力
があるのだといえよう。
　I－STEP という交流プログラムは，2003 年 10 月に締結された「長崎大学と漢陽大学校





9泊 10 日の期間，日韓の学生が終日行動を共にする。１回目は 2004 年 7 月，漢陽大学校師
範大学が長崎を訪問，２回目は 2005 年 9 月，長崎大学教育学部がソウルを訪問し，以降，





























































































　　　　　　   　 小学班、中学班
14：30－16：00　講義②舟越「平和教育」
16：20－17：30　授業案作成③
　　　　　　　   中学班
大学出発→10：30 観月荘→12：00 雲仙温泉（九州ホテルにて昼食、入浴。出発まで自由行動）







　平和多文化センターは，2003 年 7 月，長崎大学教育学部に学部内措置で設立された。正


































　　　　　　　 1 年 4 組（角屋教諭）
11：05－12：00 授業参観（中）技術情報





































































































































































































































































































　る 2010 年 10 月の基調講演をパワーポイントに落とし，それをもとに新しい論文として
　書き起こしたものである。
　　「大学教育における多文化理解教育の推進―長崎大学教育学部の場合」韓国語訳掲載，
　韓国多文化教育学会『多文化教育研究』第 2巻 1 号，2009 年 6 月所収
　　「平和は一国では成立しない―『平和多文化共生』を掲げた教育の試み」韓国多文化教
　育学会・韓国教育人類学会共同学術大会資料集『文化の出会い，教育，そしてアイデンティ
　ティ』所収，2010 年 10月 9日，漢陽大学校ソウルキャンパス白南学術情報館中央図書館。




　波ブックレット 528 号，2001 年）38 ページ。
⑥　岡本三夫「平和学の現在」岡本三夫・横山正樹編『平和学の現在』（法律文化社，1999年）
　31 ページ以下参照。
⑦　高橋眞司「新しい学問・平和学―その定義と技法」高橋・舟越編『ナガサキから平和
　学する！』（法律文化社，2009 年）13 ページ。
⑧　真木悠介『気流の鳴る音―交響するコミューン』（ちくま学芸文庫，2003年）034ページ。
⑨　同 054 ページ。原文はタテ書きで右傍点である。
　私たちは，あったことをなかったことにすることはできない。その意味で「歴史を
克服する」ことはできない。決定的に重要なことは，その「歴史から何を学ぶか」である。
そしてまた憎しみやわだかまりをいかにして小さくしていくかである。
　この観点から最近熟読玩味しているのが、真木悠介『気流のなる音』であり，感動
したのが，ロバート・Ｓ・マクナマラ『果てしなき論争―ベトナム戦争の悲劇を繰り返
さないために』仲晃訳（共同通信社，2003 年）である。
　アメリカ人が「ベトナム戦争」と呼び，ベトナム人が「アメリカとの戦争」と呼ん
だあの戦争について，マクナマラとボー・グエン・ザップという「当時の敵対者同士
が過去に遡って過去の紛争を見直す」同書 44 ページ，という試みが行われたことに私
は大きな驚きと感動と希望を見出した。ベトナム反戦運動世代としては実に格別のも
のがある。
　私たちは，「漢字文化や儒教の伝統を共にする，いろいろな面で似通った点の多い，
隣同士のこの二つの国民は，なぜこんなにうまくいかないか」（永積洋子『「鎖国」を
見直す』（山川出版社，1999 年）という「非常に素朴な疑問」にどう向き合い，刺さっ
たままの刺をどうやって抜いていくかということに誠心誠意たらざるを得ないのだ。
⑩　「平和は一国では成立しない」という表現を手に入れるまで，姜　尚中編『ポストコロ
　ニアリズム』（作品社，2001 年）から多くを学ばせていただいた。
